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済生会なでしこ園

相談支援

済生会熊本福祉相談支援センター

幼保連携型　認定こども園

済生会しらふじ子ども園

共同生活援助

済生会グループホーム事業所
熊本県地域生活定着支援センター

就労継続支援B型・生活介護

済生会ほほえみ

就労継続支援A型・B型

済生会かがやき

就労継続支援A型・B型

済生会ウイズ

済生会熊本福祉センター通信

理　　念 一人ひとりを尊重し、
共に生きる社会の実現をめざします。

基本方針 •ライフステージに応じた自立を支援します。
•専門性と施設機能を活かし、地域社会に貢献します。
•利用者主体の福祉を実践します。
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新
年
を
迎
え
、利
用
者
の
皆
様
、ご
家
族
、そ
し
て
全
職
員
と

共
に
心
穏
や
か
に
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
心
よ
り
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　
年
頭
に
あ
た
っ
て
新
た
な
計
画
を
立
て
ら
れ
る
方
も
多
い
と

思
い
ま
す
。「
日
記
を
付
け
る
」「
語
学
を
勉
強
す
る
」「
毎
日
8
千

歩
、歩
く
」「
資
格
を
取
得
す
る
」な
ど
い
ろ
い
ろ
と
思
い
を
巡
ら

せ
る
時
間
は
、何
か
を
始
め
る
キ
ッ
カ
ケ
に
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
私
は
正
月
に
な
る
と
、一
休
宗
純
の「
門
松
は
冥
土
の
旅
の
一
里

塚 

め
で
た
く
も
あ
り 

め
で
た
く
も
な
し
」と
い
う
言
葉
を
思
い

起
こ
し
ま
す
。昔
は「
数
え
年
」で
正
月
に
一
歳
年
を
重
ね
る
た
め
、

め
で
た
さ
と
同
時
に
命
の
有
限
さ
を
感
じ
る
も
の
で
し
た
。現
代

で
は「
一
期
一
会
」「
今
を
悔
い
な
く
生
き
る
」と
い
う
意
味
に
通
じ

る
と
考
え
ま
す
。日
々
の
仕
事
も
同
様
に
、一つ
ひ
と
つ
の
出
会
い

や
機
会
を
大
切
に
し
、後
悔
の
な
い
取
り
組
み
を
続
け
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は「
第
三
の
創
業
」と
位
置
づ
け
、こ
の
4
年
間
で

大
き
な
投
資
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。今
年
は
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の

新
築
を
計
画
し
て
お
り
、今
後
の
命
運
を
握
る
重
要
な
事
業
に

な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。一
休
和
尚
の「
ご
用
心
、ご
用
心
」の
言
葉

を
胸
に
、万
全
の
準
備
と
慎
重
な
対
応
で
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

皆
様
の
知
恵
と
協
力
が
不
可
欠
で
す
の
で
、引
き
続
き
ご
支
援

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
、皆
様
の
健
康
と
ご
活
躍
を
心
よ
り
祈
念
し
、年
頭
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

済生会
しらふじ子ども園

12月6日（土）に宇土市民会館で『第22回たのしい発表会』を行いました。初めての
会場にドキドキした表情が見受けられましたが、衣装を着ると、かっこよく・かわいく
変身していた子どもたちです。舞台の上では、曲に合わせて踊ったり、真剣な表情で
楽器を演奏したりする中で、客席にいるお父さん・お母さんを見つけ、手を振る余裕が
見られましたよ。当日は何より子どもたちが、楽しそうに笑顔でステージに立っている
姿を見ることができて、とてもいい発表会になったなと思いました。

●日時：12月6日(土)　●会場：宇土市民会館

障がい者就労継続支援事業を行っ
ています済生会ウイズでは、利用
者および職員の職場環境改善と
生産力向上のため、食品加工棟新
築とクリーニング工場改修・設備
更新を実施しました。
落成記念として12月11日・16日の
両日、関係者向けオープンファクト
リーイベントを開催し、支援学校や
相談支援事業所、クリーニング顧客
先の病院、食品関連企業に最新の
作業環境をご紹介しました。

オープンファクトリー
イベントを開催
●日時：12月11日(木)・16日(火)
●会場：クリーニング工場

Repor t／髙島 唯

Repor t／水元 一輝

済生会ウイズ
第２２回 たのしい発表会

この日のために

みんな一生懸命

練習しました!!

年
頭
に

あ
た
っ
て
の

ご
挨
拶

二
○
二
六
年 

一
月

済生会

熊本福祉センター

所長 宮川 栄助
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笑う、食べるの二刀流！！

ほほえみ忘年会
●日時：12月13日(土)　●会場：料亭さかもと屋

●日時：12月19日(金)　●会場：熊本県庁防災センター

済生会熊本福祉センター通信

新春の候、皆様におかれましてはご清祥のこととお慶び申し上げます。寒さ厳しき折、

いかがお過ごしでしょうか。今号も各事業所の魅力溢れる記事が満載です。次回の

80号も「読んでよかった！」と思っていただけるような内容をお届けできるように努

めてまいりますので、どうぞご期待ください。広報委員会 髙 島

編
記
集

後

発　行　所／
発行責任者／宮川　栄助
編　　　集／広報委員会

済生会熊本福祉センター

（委員長  五瀬 浩）

済生会
なでしこ園

インフルエンザなどの感染症が流行する
季節となりました。済生会かがやきのカフェ
team、クリーンteamではマスクの着用は
もちろん、事務所の換気、手洗いやうがい
の徹底を行い感染対策に努めています。
また、11月26日（水）にはクリーンteamで
働いておられるA型利用者の方を対象に
済生会熊本病院、感染管理室の認定看護
師を招き、感染対策の講義を行いました。
院内清掃業務をされているA型利用者の
方にとって、とても興味深い講義内容で
真剣に講義を受けておられました。
講義で学んだことを実践しながら、睡眠や
バランスのとれた食事で免疫力を上げ、
これからの季節を元気に乗り切ろうと思い
ます。

感染対策やってます！！

Repor t／齊藤 さなえ

済生会かがやき

熊本県地域生活定着支援センターで
は、12月19日に開催されました「熊
本県再犯防止推進講演会」でセン
ター長が講師を務めました。

罪を犯した人が、二度と犯罪をすることなく、責任ある社会の一員として立ち直ること
ができるようにすることは、新たな被害者を生まない「安全・安心な社会」の実現に
つながります。
講演会には、自治体職員の方も多く参加され、それぞれの地域で再犯防止に取り組む
必要性について学ぶ機会になりました。今後も、当センターでは刑余者の支援を通
じて、生きづらさを抱えるすべての人が地域で安心して生活できるようなネットワーク
作りを関係機関と連携しながら取り組んでまいります。

熊本県再犯防止推進講演会

なでしこ園では、10月末にハロウィン
にちなんで、オータムパーティーを開
催しました。こどもたちと保護者さん
が一緒に参加する年に一度の大きな
イベントということもあり、こどもたち
に負けないくらい職員も気合を入れて
仮装をしましたよ。
様々なブースがあったのですが、今回
は民生委員さんやボランティアさん
のご協力の下、伝承遊びコーナーが
設置されました。けん玉や竹とんぼ、
紙飛行機やどんぐり遊びなど、こども
たちにとって様々な伝承遊びに触れ
るきっかけとなったようです。

オータムパーティーをしました

Repor t／杉本 もも花

済生会ほほえみ

12月13日(土)に宇城市松橋にあります「料亭さかもと屋」さんにて、ほほえみ忘年会を開
催しました。まずはオープニングセレモニーとしてB型利用者がEテレで放映されている曲
「つばめ」、生活介護利用者が「それもいいね」のステージ発表があり、練習の成果を存分に
発揮して大いに盛り上がりました！豪華な食事を堪能しながら、会話も弾み「笑う」「食べる」
の二刀流で楽しい時間となりました。忘年会の後半は利用者の皆さんが毎年楽しみにして
いるプレゼントを渡しました。担当支援員から利用者さんへ心を込めたメッセージを添えて
渡され、皆さんにっこりとした表情になり、嬉しそうに受け取られていました。新たな年が始まる
前に今年１年間無事に過ごせたことを祝い、そしてこれからの未来に向けて新たな目標を
掲げる為に皆さんと共に過ごせたことに感謝の気持ちでいっぱいです♪ Repor t／岩下 慶子

夏祭りから秋祭りに移行して今年で3回目となる「済生会熊本福祉センター秋祭りinうちだ
まち」を、２０２５年11月８日(土)に開催しました。当日は晴天にも恵まれ、外部よりキッチンカー
や屋台の３店舗をお招きし、唐揚げやたこ焼き、回転焼きなど様々な商品の販売が行われ、福祉
センターでは食品バザー、パンやキーホルダーなど授産品の販売を行いました。
ステージでは、済生会しらふじ子ども園の園児や地域の銭塘太鼓による和太鼓演奏が披露
され、西日本ハワイ協会の方々によるフラダンスや福祉センター利用者のステージ出し物と、
たくさんの地域の方や利用者などがステージを盛り上げ、活気と笑顔のあふれる秋祭りとなり
ました。利用者、ご家族、地域の方などに、これまでの歩みと感謝を伝えることができ、大変盛況
に秋祭りを終えることができました。 Repor t／東 良平（内田秋祭り実行委員会）

みんな

おおいに
楽しんで

くれまし
た!!

まずは、

手洗いから

火災発生！その時どうする？
●日時：11月15日(土)・18日(火)・27日(木) ●日時：10月25日(土)　●会場：済生会なでしこ園

済生会グループホームには内田グループ(1番館・２番館)、並建グループ(Ⅰ～Ⅴ番館)、
地域グループ(あさがお・すみれ・さくら・東・東２番館)のホームがあり、今回３日間
に分け、各ホームの食堂台所(調理場)や雨漏りによる照明器具からの漏電という設定
で消防訓練を行いました。世話人さんからの「火災発生」の第一声に、入居者として
「どのように行動するか」を事前に説明し、在室者への火災の周知、初期消火や通報、
誘導、避難後の人数確認など一連の流れを自ら取り組むことができました。終了後
の振り返りでは「ちょっと怖かった」「消火器は重かった」「大きな声が出た、自分でも
びっくりした」など声が聞かれ、真剣に取り組んでいく姿が見られ、今後も練度を高め
たいと思いました。 Repor t／白石 奈美栄

Repor t／瀬崎 倫之介

済生会
グループホーム

熊本県地域生活
定着支援センター 秋祭りinうちだまち

済生会熊本福祉センター

●日時：11月8日(土)　●会場：済生会熊本福祉センター

会場は

大盛り上がり!!

いざ、消火!

仮装も

バッチリ!!


